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研究成果の概要（和文）：本研究は世界の研究者が積極的に利用しているプレプリントを活用し、オープンサイ
エンスの推進に貢献するために計画した。2010年代以降に多数のアーカイブが創設された。本研究は生物学を主
題としたプレプリントのbioRxivに2013年11月から2020年2月に投稿されたプレプリントを出版した119の学術雑
誌を調査した。多くの雑誌において、プレプリントを経由して学術雑誌に掲載された論文は、その学術雑誌に掲
載されたすべての論文の査読期間より短かった。結論として、本研究はプレプリントが研究成果の公開時間を短
縮させ、学術情報流通に影響を与えていることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study was planned to contribute to the promotion of open science by 
utilizing preprints, which are actively used by researchers around the world. Several subject 
archives have been created since the 2010s. The study examined 119 journals that published preprints
 submitted to bioRxiv in the field of biology between November 2013 and February 2020. In many 
journals, the peer review period of journal articles via preprints have significantly shorter than 
peer review period of the journals articles as a whole. In conclusion, this study reveals that 
preprints reduce the publication time of research results and have an impact on scholarly 
communication.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究者は公的な資金を得て研究活動に従事している。研究成果は即座に広く社会に公開され、多くの研究に活用
されることが望まれる。査読は論文の質を保証する重要な審査であり、複数のピアが審査を担当する。よって、
多くの雑誌では査読に数か月を要する傾向がある。雑誌に投稿された論文の査読期間を短縮できれば、研究成果
の公開が促進につながる。本研究は、プレプリントのbioRxivとジャーナル論文との査読期間の比較分析を通し
て、プレプリントが査読期間に与える影響を明らかにすることに学術的意義と社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
生命科学分野ではプレプリントの増加が見られ、ジャーナルや資金提供者の方針転換につなが
っている（Abdill, 2019）。2017 年以前に投稿されたプレプリントの 3 分の 2 は、後に査読付き
ジャーナルに掲載され、プレプリントのダウンロード回数は、プレプリントが掲載されたジャー
ナルのインパクトファクターと関連している（Tsunoda, 2019）。Fraser ら（2021）は、COVID-
19 の世界的な大流行を背景に、科学を迅速かつオープンに共有することの重要性と、この取り
組みにおけるプレプリントの重要な役割を示した。世界的な COVID-19 パンデミック時のよう
に、後発の研究結果が特別な関心を集める場合、プレプリントはさらに大きな役割を果たした
（Vlasschaert、Giles、Hiremath & Lanktree、2020）。COVID-19 の流行が進むにつれ、プレ
プリントアーカイブサービスはリアルタイムの学術動向を評価するための有用な指標となるで
あろう（Wehner, Li, & Nead, 2020）。COVID-19 の流行期には、bioRxiv プラットフォームは
研究成果の迅速な共有という特徴を十分に反映し、bioRxiv は再び学者から高い注目を浴びた。
しかし、本研究では、調査期間が 2020 年 2 月迄であり、COVID-19 の大流行時に投稿された資
料は対象外である。 
 
２．研究の目的 
 
現在、bioRxiv は 242 のジャーナルと提携しており、原稿ファイルやメタデータを bioRxiv から
直接送信することで、ジャーナルや査読サービスに論文を投稿する際の著者の時間を短縮でき
ることに取り組んでいる。プレプリントが出版プロセスに影響を与えるかどうかを確認するた
めに、特に bioRxiv とジャーナル論文の間の査読プロセスの期間に焦点を当てた。Tsunoda et 
al.（2020）は、プレプリントを通じて発表された論文の多くがジャーナルに掲載され、ジャー
ナルに投稿する前にプレプリントに投稿された論文の方が査読期間が短いことを明らかにした。
本研究では、2013 年 11 月から 2020 年 2 月までの間に、119 の学術雑誌における bioRxiv から
ジャーナルへの投稿（B2J）と著者からジャーナルへの投稿（A2J）の論文の投稿時間と掲載時
間を調べ、B2J と A2J 論文の期間時間の違いを比較し、プレプリントが出版プロセスにどのよ
うに影響するかを明らかにした。 
 
３．研究の方法 
 
(1) プレプリントと雑誌論文のメタデータの収集 
本処理では、2013 年 11 月から 2019 年 2 月までに bioRxiv に投稿された論文（以下、プレプリ
ント）を、サーバーのすべてのページを訪問してメタデータ（プレプリントのタイトル、著者、
投稿日、バージョン、DOI）を収集する Web クローラーを用いて調査した。さらに、プレプリン
トがジャーナルに掲載されている場合は、ジャーナルタイトル、論文タイトル、ジャーナル論文
の DOI も収集した。ジャーナル論文は、プレプリントと DOI の一致を確認し、PubMed の
Publication History Status Date から査読受付日、出版受理日を取得した。 
 
(2) 査読期間の定義 
論文の査読期間を論文の査読の受け付けから出版が受理されるまでの期間と定義した。つまり、
論文の査読期間は、出版の受理日から査読の受付日を引いたものに等しい。よって、査読期間は
0日よりも長くなるが、マイナスにはならない。 
 
(3) 投稿種別の定義 
プレプリントへの投稿がジャーナルへの投稿より 1 週間以上早い場合、投稿タイプはプレプリ
ントファーストと呼ぶ。順序が逆の場合は、ジャーナルファーストと呼ぶ。この 2つの行為が 1
週間以内に行われ場合、同時進行と呼ぶ。これらの論文は、3つの投稿タイプのいずれかに分類
される。著者が直接ジャーナルに論文を投稿する場合は、A2J（author to journal）と呼ぶ。一
方、著者がまずプレプリントで論文を投稿し、その後ジャーナルに投稿する場合は、B2J（bioRxiv 
to journal）と呼ぶ。A2J はすべてのジャーナル論文を指し、B2J は A2J のサブセットである。 
 
(4) 仮説の検証 
査読期間は右肩上がりの分布であり、その分布の正規性を大きく逸脱していることが明らかに
なった。一方、A2J はジャーナルの調査年に出版されたすべての論文、B2J はプレプリントによ
って得られた論文で構成されているため、両者の大きさは異なり分散の均質性の仮定は成り立
たない。よって、本研究ではノンパラメトリック検定であるブルンナー・ムンツェル検定
（Brunner–Munzel test）を用いて、査読期間に関する B2J と A2J の中央値を比較した。 
 
 



４．研究成果 
 
図 1は、119 誌の査読期間の中央値の散布図である。各バブルは雑誌を示す。X軸に A2J、Y 軸に
B2J の審査期間の中央値をとり、B2J の論文数はバブルの大きさで表している。赤いバブルは 
0.05 以下の水準で有意差があることを示し、青いバブルは有意差がないことを示す。対角線よ
り下のジャーナルでは、B2J の査読期間の中央値が A2J のそれよりも短いことが分かる。一方、
対角線上のジャーナルはその逆を示し、対角線上のジャーナルは両者が同等であることを示す。 
 

 

図 1 査読期間の中央値（2014 年から 2019 年全体） 

 
表 1 は、査読期間の有意差に基づく雑誌数を 2014 年から 2019 年全体で示した。表１から、調
査対象となった 119 誌のうち、85 誌が A2J より B2J が短く、30 誌がその逆、4 誌が同等、33
誌が 0.05 以下の有意差、29 誌が A2J より B2J が短い査読期間、4 誌がその逆であることが分
かる。 

 

表 1 査読期間の有意差に基づく雑誌数（2014 年から 2019 年全体） 

Median of Peer Review 
Period 

A2J > B2J A2J = B2J A2J < B2J 
Number of Journals 85 4 30 
Brunner–Munzel test p < 0.05 p ≥ 0.05 p < 0.05 p ≥ 0.05 p < 0.05 p ≥ 0.05 
Number of Journals 29 56 0 4 4 26 
Proportion 0.244 0.471 0.00 0.034 0.034 0.218 

 
図 2 は、査読期間の中央値は 2014 年から 2019 年まで各年で示した。6 つの図のバブル（雑誌）
の総数は 463 であり、年が経過するにつれて増加する傾向にあることが分かる。2016 年からバ
ブルが増え、2018 年が最も多かった。しかし、本調査は 2020 年の早い時期に行われたため、
2019 年は十分な数を取得ができなかった。多くのバブルは対角線の下方に描かれ、特に赤バブ
ルは大部分が対角線の下方であることが分かる。 
 

 

Blue bubbles: p ≥ 0.05 
Red bubbles: p < 0.05 



 

図 2 査読期間の中央値（2014 年から 2019 年各年） 

表 2 は、査読期間の有意差に基づく雑誌数を 2014 年から 2019 年まで各年で示した。A2J > B2J
の左列（背景色グレーのセル）はプレプリントを経由した論文の査読期間が有意差（0.05）で短
い割合を示した。サンプル数が比較的多い 2016 年では、0.063、2017 年では 0.155、2018 年で
は 0.147 であった。（太字部分） 
 

表 2 査読期間の有意差に基づく雑誌数（2014 年から 2019 年各年） 

Median of Peer 
Review Period 

A2J > B2J A2J = B2J A2J < B2J 
p < 0.05 p ≥ 0.05 p < 0.05 p ≥ 0.05 p < 0.05 p ≥ 0.05 

2014  9    6 
Proportion  0.600    0.400 

2015 4 24   1 20 
Proportion 0.082 0.490   0.020 0.408 

2016 5 51   1 22 
Proportion 0.063 0.646   0.013 0.278 

2017 17 56  1 5 31 
Proportion 0.155 0.509  0.009 0.045 0.282 

2018 17 62  1 1 35 
Proportion 0.147 0.534  0.009 0.009 0.302 

2019 3 52  2 2 35 
Proportion 0.032 0.553  0.021 0.021 0.372 

 
表 3 は B2J の論文が多い 10 誌の査読期間の中央値である。例えば、PLoS One の査読期間の中
央値が A2J では 128 日、B2J では 111 日であること示す。つまり PLoS One は、プレプリント
を経由した論文の査読期間が 17 日短かった（p < 0.01）。逆に、Nucleic Acids Res は、プレプ
リントを経由した論文の査読期間が 15 日長かった（p < 0.05）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Blue bubbles: p ≥ 0.05 
Red bubbles: p < 0.05 



表 3 B2J の論文数の多い 10 誌（2014 年から 2019 年全体） 

 A2J B2J Difference 
Journal Number 

of Articles 
Median of 

Peer Review 
Period 

Number 
of 

Articles 

Median of 
Peer Review 

Period 

Days  

Sci Rep 96,973 126 573 123.0 3  

PLoS One 133,823 128 343 111.0 17 ** 

Nat Commun 24,447 173 286 169.0 4 * 
Elife 6,402 125 273 122.0 3  

Bioinformatics 3,719 138 198 149.0 －11  

PLoS Comput Biol 3,363 165 188 159.0 6  

PLoS Genetics 3,762 144 153 132.0 12 ** 
Nucleic Acids Res 6,030 91 150 106.0 －15 * 

Genome Biol 1,127 125 111 127.0 －2  

Neuroimage 5,455 131 110 120.5 10.5 * 
注記: **p < 0.01, *p < 0.05 （A2J と B2J 間のブルンナー・ムンツェル検定による） 

 
結論と考察 
 
本研究では、2014 年から 2019 年の 33ジャーナルで、B2J と A2J の査読期間に 0.05 レベルで有
意差があることが示された。うち 29ジャーナルは B2J が A2J よりも早く出版されていると判断
した。さらに、各年の分析において、2017 年は 110 誌中 17誌、2018 年は 116 誌中 17誌が同様
の傾向を示し、逆の傾向を示したのは各年 1誌のみだった。このことは、プレプリントプラット
フォームでの共有が、査読に要する時間の短縮に役立つ可能性を示唆している。プレプリントは
学術コミュニケーションを促進するための有効なツールとなり得る。プレプリント数はジャー
ナル論文の総数に比べればまだ少ない。学術ジャーナルはプレプリントと公開結果を受け入れ、
ジャーナル論文の査読の参考とすることがわかった。この現象は出版プロセスにも影響を与え、
学術雑誌における査読期間や査読方法の変更を促し、論文の出版を加速させる可能性がある。 
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